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外
務
省
ロ
シ
ア
課
長
の
更
迭
理
由
に
関
す
る
質
問
主
意
書

平
成
三
十
年
六
月
五
日
、
外
務
省
は
毛
利
忠
敦
ロ
シ
ア
課
長
に
「
信
用
を
損
な
う
行
為
」
が
あ
っ
た
と
し
て
、
国
家
公
務
員

法
に
基
づ
き
停
職
九
カ
月
の
懲
戒
処
分
と
し
、
ロ
シ
ア
課
長
の
職
を
免
じ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
毛
利
氏
は
大
臣
官
房
付

に
異
動
し
、
当
面
、
欧
州
局
審
議
官
が
ロ
シ
ア
課
長
を
兼
務
す
る
と
承
知
し
て
い
る
。

同
日
、
河
野
太
郎
外
務
大
臣
は
、
記
者
団
の
取
材
に
対
し
「
こ
の
よ
う
な
事
案
が
起
き
た
こ
と
は
誠
に
遺
憾
だ
」
と
陳
謝

し
、
「
厳
粛
に
受
け
止
め
、
綱
紀
粛
正
に
努
め
る
」
と
発
言
し
た
。

複
数
の
報
道
に
よ
る
と
、
ロ
シ
ア
課
長
の
更
迭
は
セ
ク
ハ
ラ
に
よ
る
も
の
で
、
対
象
は
外
務
省
内
の
女
性
で
あ
る
と
報
じ
ら

れ
る
。
河
野
大
臣
は
更
迭
理
由
に
つ
い
て
、
「
外
交
に
関
わ
る
事
案
で
は
な
い
。
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
あ
る
の
で
言
え

な
い
」
と
記
者
ら
に
語
っ
て
い
る
。

福
田
淳
一
前
財
務
事
務
次
官
が
辞
任
に
至
っ
た
セ
ク
ハ
ラ
事
案
に
お
い
て
、
財
務
省
が
被
害
者
と
さ
れ
る
女
性
記
者
に
「
直

接
連
絡
い
た
だ
き
た
い
」
と
呼
び
か
け
た
こ
と
に
批
判
が
集
ま
り
、
四
月
十
八
日
に
衆
議
院
財
務
金
融
委
員
会
で
財
務
省
の
矢

野
康
治
官
房
長
は
「
（
名
乗
り
出
る
の
が
）
そ
ん
な
に
苦
痛
な
こ
と
な
の
か
」
と
発
言
し
、
批
判
を
浴
び
た
こ
と
は
記
憶
に
新

し
い
。

一



財
務
省
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
事
案
に
つ
い
て
は
被
害
者
の
女
性
記
者
に
は
名
乗
り
出
る
こ
と
を
促
し
、
外
務
省
に
お
け
る
今

次
の
セ
ク
ハ
ラ
事
案
と
思
し
き
事
案
に
つ
い
て
は
「
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
あ
る
の
で
言
え
な
い
」
と
外
務
大
臣
が
見
解

を
示
し
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
政
府
内
の
省
庁
に
よ
る
取
り
扱
い
の
差
、
さ
ら
に
は
被
害
対
象
で
あ
る
女
性
が
政
府
職
員
（
非

常
勤
職
員
を
含
む
）
で
あ
る
か
、
民
間
人
で
あ
る
か
、
否
か
で
差
異
を
設
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
疑
念
を
持
た
ざ
る
を

得
な
い
。

こ
の
よ
う
な
観
点
か
ら
、
以
下
質
問
す
る
。

一

外
務
省
ロ
シ
ア
課
長
の
更
迭
理
由
は
「
外
交
に
関
わ
る
事
案
で
は
な
い
」
も
の
で
、
「
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
」
に
関

わ
る
部
分
は
詳
ら
か
に
す
る
必
要
は
な
い
も
の
の
、
セ
ク
ハ
ラ
事
案
で
あ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い
か
。

二

財
務
省
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
事
案
に
関
し
て
は
財
務
省
官
房
長
が
「
（
名
乗
り
出
る
の
が
）
そ
ん
な
に
苦
痛
な
こ
と
な
の

か
」
と
発
言
す
る
な
ど
、
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
が
十
分
な
さ
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
も
の
の
、
今
次
の
外
務
省

ロ
シ
ア
課
長
の
更
迭
理
由
と
な
っ
た
事
案
に
つ
い
て
は
「
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
が
あ
る
の
で
言
え
な
い
」
と
外
務
大
臣

が
見
解
を
示
し
て
い
る
が
、
省
庁
間
で
か
か
る
事
案
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
取
り
扱
い
に
差
が
あ
る
と
い
う
理
解
で
よ
い

か
。

二



三

財
務
省
に
お
け
る
セ
ク
ハ
ラ
事
案
の
被
害
者
女
性
は
民
間
の
報
道
機
関
に
所
属
す
る
記
者
で
あ
り
、
外
務
省
ロ
シ
ア
課
長

の
更
迭
理
由
と
な
っ
た
事
案
の
被
害
者
女
性
は
外
務
省
職
員
（
非
常
勤
職
員
を
含
む
）
で
あ
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
被
害

者
の
職
務
上
の
身
分
、
す
な
わ
ち
国
家
公
務
員
や
そ
れ
に
準
ず
る
身
分
で
あ
る
か
否
か
に
よ
り
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
取

り
扱
い
に
差
が
生
じ
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

四

安
倍
総
理
を
本
部
長
と
す
る
「
す
べ
て
の
女
性
が
輝
く
社
会
づ
く
り
本
部
」
に
お
い
て
、
財
務
省
の
前
事
務
次
官
の
セ
ク

ハ
ラ
事
案
を
受
け
て
、
各
府
省
庁
の
課
長
級
以
上
の
幹
部
職
員
を
対
象
に
セ
ク
ハ
ラ
に
関
す
る
研
修
へ
の
参
加
を
義
務
づ

け
、
内
閣
人
事
局
が
実
施
状
況
を
確
認
す
る
な
ど
と
し
た
緊
急
対
策
の
案
を
取
り
ま
と
め
る
と
承
知
し
て
い
る
が
、
か
か
る

緊
急
対
策
で
は
被
害
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
規
定
が
設
け
ら
れ
て
い
る
の
か
。
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
保

護
に
つ
い
て
、
被
害
者
の
身
分
の
官
民
の
差
は
生
じ
な
い
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
の
か
。
政
府
の
見
解
如
何
。

五

本
件
処
分
は
、
国
家
公
務
員
法
に
基
づ
く
停
職
九
カ
月
の
懲
戒
処
分
で
あ
る
が
、
停
職
九
カ
月
と
し
た
理
由
を
具
体
的
に

列
挙
し
明
示
さ
れ
た
い
。
ま
た
財
務
省
福
田
前
次
官
に
対
す
る
処
分
（
減
給
二
十
％
、
六
カ
月
）
と
の
違
い
は
ど
の
よ
う
な

理
由
に
よ
る
の
か
も
併
せ
て
明
示
さ
れ
た
い
。

六

本
件
の
発
覚
の
端
緒
は
何
で
、
時
期
は
い
つ
か
。
ま
た
本
件
が
発
覚
後
の
ど
の
よ
う
な
場
で
処
分
を
決
め
た
の
か
。

三



右
質
問
す
る
。

四


